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会　場：東京医科大学病院6階第1会議室
当番幹事：内科学第四講座
2．　　片側除睾によるラット留置精巣のセルト
　　　　リ細胞の肥大
　（解剖学第二）古谷哲男、高橋　響、外野正巳
　ラットの精巣を生後20日、30日および40日に片
側帯饗し、残された精巣を30日後に摘出して形態
学的に精査した。代償性肥大はこの時期には観察
されなかった。精細管の直径についてはどの日齢
においても兎網に差は見られなかった。精巣全体
に占めるセルトリ細胞の体積の割合は40日齢片側
除睾群では4．56％、対照群は2．2・7％であり、片側
除睾群が有意に高い値を示した。他の日明で片側
除平した群では対照群との間に差はなかった。1
つの精巣に含まれるセルトリ細胞数はどの日齢の
対照群と実験群でも1400万個であった。セルトリ
細胞の平均体積は40日齢片側除睾・群では4165Pt　M3
であり、対照群の2058μ㎡の2倍と有意に増加した。
他の日齢では両三に差はなかった。40日齢片側除
睾群ではFSHとテストステロンの血中濃度が、そ
れぞれ対照群よりも1．3倍と1．8倍高くなっていた。
精子形成は40日齢片側除睾群でも盛んに行われて
おり、精子形成での代償性をうかがわせた。
　1。　グルカゴン産生腫瘍細胞（ITC－1）における
　　　2種類の電圧依存性Ca2＋電流に対するCa2＋
　　　チャネル阻害剤の作用
　　（生理学第一）　宮崎　武文，橋口　利雄，
　　　　橋口美津子，登坂　恒夫
　　（生理学第二）　坂井　朗子
　　（内科学第三）　金沢　真雄i
　ホルモン分泌時の，細胞内Ca2＋濃度上昇の重要
性が指摘されている。細胞内Ca2＋濃度上昇に寄与
すると思われる，2種類の電圧依存性Ca2＋電流を，
ITC－1細胞において見出した。すなわち一60mV
附近より脱分極側で活性化され，すみやかに不活
性化されるT様電流，および一3〔㎞V附近より脱分
極側で活性化され，不活性化されないし様電流で
ある。両電流のキネティックスはモルモット正常
膵島α、細胞と同様であった。アミロライドはT様
電流を特異的に阻害した。ニフェジピソはL様電
流に選択性を示した。フェニトイソはL様電流を
特異的に阻害したが，濃度一抑制曲線からL様電
流に対するフェニトイソの阻害作用は，部分的で
あると結論された。フェニトイソ非感受性の部分
は，ニフェジピソを加えることにより完全に消失
した。この結果はL様電流を運ぶCa2＋チャネルが
フェニトイソ感受性および非感受性の2種類に区
別できることを示唆している。
3．マウス膵組織の細胞動態
　（内科学第四）　真神　　易，六川
　　河合　　隆，関　　知之，山田
　　中田　　薫，池田　　肇，原田
　　斉藤　利彦，芦澤　真六
博子，
孝史，
容治，
【目的】マウス膵組織の細胞交代について検討し
た。
【方法】ICR系雄性マウスに出生直後から生後28
日まで3H－thymidineを6時間毎に計112回投与し
た。最終投与が終了したのち，その1時間後，30
日，60日，90日，120日，150日後に屠殺し，膵を
摘出した。Bouins’液で固定後，切片を作製した。
免疫組織化学的に，グルカゴン細胞，インスリン
細胞，ソマトスタチソ細胞を同定し，型どうりナ
ートラヂオグラフィを行った。光顕下にて膵の構
成細胞の標識率を算定した。
【結果および結論】標識率の減衰曲線より半減期
を求めると，グルカゴン細胞が90日，インスリン
細胞が50日，ソマトスタチソ細胞が57日，腺房細
胞が59日，膵管上皮細胞が36日であった。
（1）
